
平成28年度当初予算における政策的新規・充実事業予算の要求内容と査定結果【予算措置を講じたもの】

環　境　政　策　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　概　要 要求額 査定額 内容

水素エネルギー普及促
進事業

　わが国が目指す水素社会の実現に向け，環境先進都市としての役割を果たすた
め，水素エネルギー普及の意義等について広く発信するシンポジウム等を開催す
る。
　また，太陽光エネルギーを活用して水素を製造するコンパクトなスマート水素ス
テーションを設置し，ここを拠点として，新たに国内メーカーから発売される燃料
電池自動車（ＦＣＶ）によるカーシェアリング事業等を実施する。
　これにより，燃料電池自動車（ＦＣＶ）を体感していただく機会を増やすととも
に，再生可能エネルギーによる燃料電池自動車（ＦＣＶ）への水素供給の仕組み，
水素の製造や安全性等について啓発するために本水素ステーションを活用する。

172,100 169,100
□要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
■事業内容精査
　■事業手法の精査
　□規模の精査
　□年次割の精査

すまいの創エネ・省エ
ネ応援パビリオン

　市内の大型ショッピングセンター等の集客効果の高い会場を巡り，創エネ・省エ
ネ設備の導入につながるイベント等を実施する。
　会場では，設備導入の相談だけではなく実物の設備の展示や設備導入のメリット
を示した啓発を行い，普及促進を図る。

20,000 4,500 □要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
■事業内容精査
　■事業手法の精査
　■規模の精査
　□年次割の精査

環境教育基本指針の策
定

　今後，持続可能な社会を作る上で最大の鍵となるのが，人の環境に関する知識・
意識の向上及び行動の活性化であり，家庭，学校，職場，地域その他のあらゆる場
において環境とのつながりや，環境保全についての理解を深めるための教育及び学
習としての環境教育を，ライフステージに応じて系統的かつ総合的に推進するため
の，環境教育基本指針を策定する。

1,000 1,000 ■要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
□事業内容精査
　□事業手法の精査
　□規模の精査
　□年次割の精査

事業名

（単位：千円）

査　定　結　果



環　境　政　策　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事業名

（単位：千円）

査　定　結　果

食品ロス・レジ袋削減
等２Ｒ推進事業
～ごみになるものを作
らない・買わない「リ
デュース」と繰り返し
使う「リユース」の推
進～

　ごみ半減をめざす「しまつのこころ条例」と，これを具体化した「新・京都市ご
み半減プラン」の推進に向け，「食品ロス※１」と「レジ袋」の大幅な削減に重点
的に取り組み，２Ｒ※２の促進をさらに強化する。
　本事業は，観光客数の更なる増加，高齢化の進展，スマートフォンの急速な普及
といった，今後本市にとってポイントとなる社会の動きを捉え，２Ｒによるごみ減
量を促進するとともに，ライフスタイル・ビジネススタイルの転換を本市内外に発
信し，ごみ減量の成果に繋げていく。
　具体的には，宿泊先でのアメニティグッズや買い物の際のレジ袋の辞退等を実践
していただく「エコ修学旅行」の実施や，高齢者入所施設における食品ロス削減モ
デル事業の実施，また，２Ｒ行動や資源の分別・リサイクル行動を促すスマート
フォンアプリの制作等に取り組む。

33,000 27,000

□要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
■事業内容精査
　■事業手法の精査
　■規模の精査
　□年次割の精査

せん定枝の分別・リサ
イクル推進モデル事業

　ごみ半減をめざす「しまつのこころ条例」と，これを具体化した「新・京都市ご
み半減プラン」の推進に向け，燃やすごみを減らし資源化を進めるため，市民の皆
様がせん定枝を分別排出できる機会を拡大し，市民サービスを向上させるととも
に，ごみ減量を加速させる。

3,500 3,500 ■要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
□事業内容精査
　□事業手法の精査
　□規模の精査
　□年次割の精査

焼却灰のセメント原料
化の試行実施

　廃棄物減量等推進審議会からの答申を受け，東部山間埋立処分地の延命策につい
て検討を深めるため，民間企業への委託による焼却灰のセメント原料化を試行実施
する。

55,200 12,700 □要求どおり
□積算内容精査
　□積算単価の精査
　□数量等の精査
■事業内容精査
　□事業手法の精査
　■規模の精査
　□年次割の精査


